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大学概要

　北海道大学は、我が国の学術研究と研究者等の人材養成の

中核を担うとともに、21世紀の我が国の「知」の基盤を支える国

立大学として、大学におけるあらゆる活動を通じて、地球レベ

ルから地域レベルにわたる環境を守り、持続可能な社会の構

築に努める。

　北海道大学は、基本理念を具体的に実現するために、環境

マネジメント実施体制を構築し、教職員及び学生等大学内の

すべての者の参加の下で、次のことについて環境目標を設

定し実施する。また、教職員及び学生等大学内のすべての者

に対して周知するとともに、広く一般にも公開することによ

り、継続的な環境配慮活動の定着化を図る。  

　北海道大学は人口190万人の札幌市の中心部に位

置し、オフィス街に接しながらも豊かな緑を残すキャン

パスが多くの市民に親しまれています。緑あふれるキャ

ンパスは先人から受け継いだ財産と考え、保全に努め

ると同時に、環境負荷低減に関する研究施設の整備を

進めています。

基本理念

札幌キャンパスマップと環境関連施設

基本方針

札幌キャンパス

函館キャンパス

〒060-0808　
札幌市北区北8条西5丁目
土地：1,776,248m2
建物：延面積721,200m2

〒041-8611
函館市港町3の1の1
土地：88,785m2
建物：延面積30,956m2

札幌●

札幌キャンパス

函館キャンパス
函館●

函館キャンパス

職員数・学生数
●職員数  3,842名
●学生数 18,195名

札幌キャンパスと北海道大学植物園

学生数内訳：■学部 11,771名 ■研究所等 40名
　　　　　　■大学院 6,384名

（2010年5月1日現在）

　多岐にわたる地球環境及び地域環境関連の教育
研究を推進することを通じて、高い専門性を有する
人材を養成するとともに、卓越した研究成果の創出
を目指す。

教育研究を通した地球環境及び
地域環境への配慮 1

　環境に関わる教育研究成果の普及啓発を図るこ
とにより、地域社会をはじめとした広く社会一般の環
境配慮に対する理解増進に貢献する。

環境情報の発信による社会への貢献 2

　省エネルギー、省資源、資源の循環利用、グリーン
購入の推進、化学物質管理の徹底等を通じて、環境
負荷の低減に努める。 

大学運営に伴う環境負荷の低減 3

環 境 方 針
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平成ポプラ並木1 3

地熱融雪設備4ポプラ並木2

遺跡庭園キバナノアマナ12

環境保全センター
（無機系廃液処理設備）11

バイオガスプラント13

サクシュコトニ川9

実験住宅
「ローエネルギーハウス」10インフォメーションセンター

「エルムの森」8環境科学院7

バイオトイレ3 総合博物館5 憩い空間を確保するゾーン
（中央ローン）6
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省エネと有機性廃棄物を

キーワードに取り組む

　私の専門は、元々は海の研究でしたが、「持続可能

な低炭素社会」づくりプロジェクトの特任准教授に任

じられてから、低炭素社会の実現をテーマにさまざま

な取り組みに着手しました。特に、北海道は冬の暖房

と車移動によって全国平均よりも3割使用エネルギー

が高いため、その2つのエネルギーをどう減らすか、

データを集めて試算しています。

 また、北海道の農・漁・林業の現場では、たくさんの有

機性廃棄物の処理にみんなが困っています。しかし、

これらをエネルギーを取り出す資源として考えれば、

一転して宝の山になります。堆肥、木質バイオマス、

バイオガスプラントなど、大学内で循環するシステム

づくりを現在の主なテーマとしています。特に家畜

ふん尿と食物残渣を使った学内堆肥化プロジェクト

「少年よ、堆肥を抱け！」を2009年度に開始し、昨年

1年間でさまざまなデータを測定しました。これらの

取り組みはすべて、私というよりも、学生や博士研究員

が主体的に進めています。

ボトムアップの取り組みで

構成員の意識を変えていく

　持続可能な社会、それに向けたサステイナブルキャ

ンパスを実現するには、大学当局によるトップダウン

型の施策だけでなく、構成員によるボトムアップ型の

取り組みが必要です。トップダウン型は効果が確実に

出る反面、構成員が意識して環境負荷を減らすわけで

はありません。自分たちで考えて取り組めば環境意識

が変わります。その変化は他の共同体に行った後も、

足踏みすることはあっても、決してゼロにはなりませ

ん。意識が変われば行動が変わり、そうやって社会に

浸透していきます。ただ、大学院修士の2年間はあっ

という間ですから、学部生の段階からきちんと全学的

に環境教育を行い、基礎を身につけてもらうことが

理想です。そして、学生側が主体的に取り組める環境

サークルがもっとたくさんできるといいと思います。

環境科学院はニュートラル。

学内に横串を刺す存在に！

　大学は、組織が縦社会だということも含め、社会の

縮図です。歴史や伝統のあるところで、それを打ち

破って新しいことをするというのは非常に難しい。そ

の点、環境科学院は自由に動けるところだと思いま

す。我々がショーケースのように環境に関するいろい

ろな取り組みを行っていけば、データの解析など専門

家の助けが必要な状況が生まれ、各学部や大学院と

連携を取るきっかけができます。それを繰り返し重ねて

いって、学内が横につながったシステムづくりを、推進

本部とともに進めていきたいと思います。

 

サステナビリティの同志たち

藤井 賢彦大学院地球環境科学研究院
准教授 学生を主体に、学内の横のつながりを結ぶ

北海道大学は、サステナビリティに関する研究で世界のトップを走るために、いくつものアドバンテージを有する
大学です。多彩で広大な実験フィールド、最先端の研究施設、2万人を超えるマンパワー。そして何よりも、
総合大学ならではの知の集積と多彩な視点です。さまざまな取り組みが交差し、研究者や学生の力が結びつく
ことで、サステイナブルなキャンパスと社会の実現へ大きく前進します。

研究者インタビュー
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吉田 文和大学院経済学研究科
教授

大学の使命は環境負荷を

社会全体から減らすこと

　工場が都市から郊外へと移転した現代、大学は都市

内で最もエネルギーを消費する施設となっています。

本学も札幌で一番の事業所です。そのため、環境負荷

をどう減らすかは今、日本の大学にとってテーマと

なっています。

　しかし、実験施設やその正確性を期するための空調

などの装置が大きなエネルギーを消費するため、先進

的な研究を行うためには減らせない部分があります。

逆に大学はその自覚を持ち、率先して日本全体の環

境負荷を減らすプロジェクトの研究を進めることで社

会の期待に応えていくという貢献の方法を取るべき

だと思います。

再生可能エネルギーと

その未来を話し合おう

　私が今喫緊の課題だと考えるのが、再生可能エネ

ルギーの、技術面から社会制度での普及の問題まで

実用化に関するあらゆる研究です。昨年のサステナビ

リティ・ウィークでもそのテーマでシンポジウムを行い

ました。3.11の大震災により日本のエネルギー政策

は転機を迎えたと思っています。本学には風力発電、

バイオマス、太陽光などの研究者から原子力の研究者

まで、あらゆる研究者が揃っています。私と大学の役割

は、それらの研究者たちが活発に意見を出し合う場を作

り、市民にエネルギー政策の今後を判断する材料を提

示することだと思っています。特に本学は大震災のダ

メージを受けなかったので、日本全体の研究を引き受

ける使命感を持って進めていかなければいけません。

体験をともなう環境学習で

より良い未来を考えられる人に

　もちろん学内にも工夫をして節電などの省エネル

ギーができる部分はあります。建物自体に省エネの設

備への改修を進めていくこと、消灯もれなどについて

は管理責任をはっきりすることと、学生の意識を向上

させることが必要です。そのためには学部生からの環

境教育が重要になりますが、学内のフィールドと、学外

でも札幌市にはさまざまな施設がありますので、より

一層それら実物教育を伴った環境プログラムにしてい

くべきだと思います。

　これからの学生はエネルギー政策について、ずっと

直面していかなければいけません。私の専門は経済

学ですが、経済とは経世済民。経済成長を追うのでは

なく、より良い生き方をみんなで考え選び取る術を考

える学問です。その生き方の質をはかるのが持続可

能性であり、未来にわたって子孫が幸せに暮らせる

世の中を実現することだと思っています。

さまざまな分野の研究者を結び、議論の場をつくる

　本プロジェクト（以下、低炭素プロジェクト）は、二酸化
炭素排出削減や再生可能エネルギーの普及、サステイ
ナブルキャンパス活動を通じ、低炭素社会の実現をめ
ざすものです。公共政策大学院と環境科学院を中心に、
さまざまな学部・院の研究者が関わりあって進めていま
す。市民にも公開する講義と、学生を巻き込んだ研究調
査活動、サステナビリティ・ウィークなどでの研究成果の
発信が主な活動です。

「持続可能な低炭素社会」づくりプロジェクト

研究者インタビュー
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環境科学院・
地球環境科学研究院

　環境問題を解決していくためには、新たな取り組

みを考案・提案するだけでなく、それを社会の仕組み

として実現していかなければいけません。EPoCH

（course of Environmental Project Coordinator in 

Hokkaido）は、学生ならではの立場で社会に貢献する

先鋭的な取り組みを考え、社会貢献しながら実現のた

めの具体的な方法を学ぼうという発想から、2010年

に生まれた課外コースです。

　コースは、企業やNPOで環境活動を実践する講師

たちから学ぶ基礎コースⅠ、メディアやITなど違う立ち

位置から環境を考える人々から学ぶ基礎コースⅡと、

実際に自分たちで企画を立て実行する実践コースか

らなっています。2010年の実践コースの取り組みを

紹介します。

　大学生協食堂で発生する食物残渣（生ごみ）、学内

農場から発生する乳牛のふん尿をそれぞれ堆肥にし

て学内農場で使用し、その堆肥でつくった野菜を学内

で消費し、再び堆肥化という循環システムの構築を

目指すプロジェクトです。2010年度は北方生物圏

フィールド科学センターにあるビニールハウスで堆肥

化を進め、材料の投入量、気温、堆肥成分内の温度・密

度・含水率・配分組成比などのデータを取り、さらに堆

肥化にかかる人手やスペース、コストなども測定して

います。次年度以降は、原材料をあらかじめ固形分と

液分に分離して堆肥化を試みます。さらに水分調整の

材料に紙ごみ（シュレッダー紙）の利用を検討し取り

組みを進める予定です。

地球環境破壊に対する人類共通の課題解決に取り組むため、学内の環境
に関連する部局が協力体制を築き、研究者や高度専門職業人を育成する
ために設立されたのが環境科学院です。地球環境の仕組みを解明し、そ
の影響を受ける生物生産との共生を探りながら、持続可能な社会システ
ムの構築をめざします。

環境への取り組みを企画立案し
実践力まで備えた人材を育成 環境プロジェクトコーディネータープログラム（EPoCH）

学内で野菜づくりと堆肥づくりを
循環させて廃棄物をなくす 学内堆肥化プロジェクト「少年よ、堆肥を抱け！」

せたなゴールデンバレープロジェクト
無農薬・無肥料で稲作するせたな
町の農場を応援し、水田を含む生
態系をつくり、生物と共生できる農
法を紹介する農家向けWEBサイト
を作成。

ちゃりDE マルシェ
生産者と消費者の距離を縮めるた
め、自転車による農産物の行商を
通して、それぞれの意見を収集し
伝える仲介役となった。

トマム  雲の学校
占冠村・トマムリゾートで、標高
1,088mのテラスから見る雲海を
題材に「考え体験する」プログラム
を作成し、企業と連携してツアー化。

自転車タクシーDEおしゃべり＆ECO
オリジナルラッピングのベロタク
シーをデザインし、大学構内と札幌
市内で運行。学内運行では学生が
ドライバーを務め、乗客に環境問題
を伝える。

※ベロタクシー…NPO法人エコモビリティさっぽろが運行する自転車タクシー

生ごみや牛ふんを切り返して発酵を促す作業
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公共政策大学院

　サステナビリティ・ウィーク期間中の2010年10月28

日、公共政策大学院と環境科学院、低炭素プロジェクト

（P14参照）の主催で、世界の研究者と再生可能エネル

ギーの現状と将来展望を議論する

シンポジウムが開催されました。

　第1部の基調講演では、まず本

学の吉田文和教授（P14参照）が

新しい環境エネルギーインフラの

方向性と戦略、東アジアとの連携

の重要性を説明。続いて、独・米・中

の研究者や北海道のエネルギー担当者による発表が

ありました。さらに、北方生物圏フィールド科学セン

ターの荒木肇教授は、バイオマスの活用可能性につ

いて講演しました。

　第2部では、NPO法人、民間企業、地方自治体の取

り組み例の紹介や、本学の博士研究員の研究成果が

報告されました。

　会場は約260人の参加者で満員となり、質疑応答も

活発に行われ、エネルギー問題への一般の方々の高い

関心が感じられました。

　2010年9月11日～13日の3日間、NPO法人C・C・C

富良野自然塾の協力のもと、その環境教育プログラム

を集中講義「公共経営特論Ⅱ」として実施しました。

　最初に、倉本聰塾長から、知識より体験することの重

要性についてお話がありました。その後、地球の歴史

の長さと人間の歴史の短さを460mの小道で表した

「地球の道」などの環境教育プログラム、森歩きや農耕、

植樹などさまざまな体験をしました。最終日には「自ら

考える」という自然塾の方針のもと、各受講生が発表を

実施。プログラムの締めくくりには、サッカー日本代

表前監督の岡田武史インストラクターのお話があり、

受講生は過去

や未来にとら

われすぎず「今

できることをす

る」という大切

なことを学びと

りました。

　本シンポジウムは、2010年10月のCOP10（生物

多様性条約第10回締約国会議）の開催を控え、生物多

様性保全の国際的動向、北海道の環境保全政策などを

議論するため、6月26日に開催されました。

　まずは2名の方から「北方圏の環境と文明」、「生物

多様性の保全をめぐる国際的動向と日本の取組」と

いう基調講演をいただき、その後基調講演者と2名の

パネリストを加え、公共政策大学院の深見正仁特任教

授を司会にパネルディスカッションが行われました。

アイヌの到来以来自然と共存共生してきた北海道の

暮らしへの評価、自然との共生のためのルールづくり

の必要性など、人間と自然の関わりについて活発な議

論が交わされました。

持続可能な社会の仕組みをつくるためには、そのための政策を行政、企
業、NPOなどさまざまな立場から発信する能力が求められています。
公共政策大学院は、文系と理系、政策の現場と学問の拠点、構想力育成
と実現力育成をクロスオーバーさせ、柔軟な発想と政策の知識を持っ
たリーダーたりうる人材の育成をめざしています。

国内外の専門家と市民が
エネルギーの未来を考える 再生可能エネルギー国際シンポジウム

自然を五感で感じ取り
考える力を養う環境教育 富良野自然塾で集中講義

自然と共に生きるための
政策のあり方を考える 北方の文化と環境再生、生物多様性～北海道の環境政策～

岡田インストラクターと記念撮影

シ ン ポ ジ ウ ム
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国際本部

　人間の持続性（Sustainability）についてみんなで考

える週間「サステナビリティ・ウィーク」を2007年から毎

年開催しています。国内外から研究者、教育者、学生、市

民が集まり、シンポジウムや講演会、ワークショップ、展示

などの形で最新の科学知識を共有し、議論を行います。

　4回目を迎えた2010年は「ひとり一人がすこやか

に人間らしく生きる社会を目指して」をテーマとし10月

下旬～11月に開催しました。人間が身体的・精神的・

社会的に良好な状態（Well-being）で質の高い生活

（Quality of Life）を送るために必要な行動にスポット

ライトを当て、47の企画を行いました。そのひとつに

サステナビリティ学生研究ポスターコンテストがあり

ます。約100名の学生が自らの研究を「持続可能な社

会づくり」という観点で見つめ直しポスター形式で発

表しました。

　北海道大学は、「持続可能な発展のための教育

（ESD）」を高等教育に導入すべく、アジア・太平洋環境

大学院ネットワーク（ProSPER.Net）の代表幹事とし

てアジア・太平洋地域の23機関と連携し、複数の協働

事業に参加しています。

　特に、2009年より開始した「AUAプロジェクト」

（ESD大学支援事業：Alternative University Appraisal）

のリーダー大学として、ESDに取り組む大学同士がノウ

ハウを学び合うためのコミュニティ作りに励んでいます。

　その最初のステッ

プとして、2009年度

にはESDの取り組み

を自己点検するため

の「自己評価質問票

（AUAモデル）」を作

成し、これは本ネット

ワークの大学をはじめ

北海道大学では、「持続可能な開発」国際戦略本部を2005年に立ち上げ、
「持続可能な社会づくり」をキーワードにして研究・教育面の国際貢献を
進めてきました。大学や研究機関の代表者や研究者、政策担当者、市民
などが世界から集まり協働する機会を積極的に作っています。

サステナビリティをテーマに国際貢献
4年目は「すこやかさ」にスポットライト 北海道大学サステナビリティ・ウィーク2010

○企画数　47企画
　（うち学生企画4企画、学生と教職員コラボ企画3企画）
○参加者数　11,196人
　（うち海外から267人）
○大学間交流協定校とのジョイント企画　5企画（9大学）

2010年DATA

「持続可能な発展のための教育」を
大学の教育・活動の評価視点に AUAプロジェクト

とした国内外の多くの機関で使用されています。また

2010年度より、大学同士がESDの取り組みについ

て互いにアドバイスをし合うための機会づくり（ピア・

コンサルテーション）を実施中です。本年度は、大学に

よるESDの取り組みを客観的に点検するための仕組

みづくりを行っています。

　サステナビリティに取り組む世界の大学ネットワー

クを強化するため、これらの成果を継続的に活用して

いきます。

１１月に北海道大学で開催したピア・コンサルテーションの様子 北海道大学の環境配慮とESDの取り組みを海外の大学関係者に説明

2回目となったサステナビリティ学生研究ポスターコンテストの受賞者
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プログラム1　衛星による火災・炭素センシングプログラム
プログラム2　炭素量評価プログラム
プログラム3　炭素管理プログラム
プログラム4　統合的泥炭地管理プログラム

サステイナビリティ学
教育研究センター

　人間社会の持続性を阻む問題を解決するには、サ

ステイナビリティ学を習得し、実践する能力を持った

人材が求められます。効果的に事業を遂行するための

ノウハウ、政策知識や倫理を獲得し、専門外の人とも

コミュニケーションを取りながら、問題解決において

リーダーシップを発揮できる環境リーダーを育成する

のが本プログラムです。

　本プログラムは、北海道大学に在籍する多くの海外

留学生と共に学ぶ場で、すべて英語での教育訓練を行

います。海外4カ国と遠隔講義で結び、さらにフィールド

ワークも行います。また、北海道大学初の履修証明プロ

グラムとして、広く社会人の方にも門戸を開いています。

　1990年代から急速に開発が進んだインドネシア

の熱帯泥炭地は、地下水位の低下と乾燥化により、日

本の年間排出量に相当する二酸化炭素の放出源と

なっています。この熱帯泥炭の統合的炭素管理システ

ムを構築することで、二酸化炭素放出量を抑制し地球

温暖化防止に貢献することが研究の目的です。このプ

ロジェクトは、JST（独立行政法人科学技術振興機構）

とJICA（独立行政法人国際協力機構）の共同プロジェ

クトである地球規模課題対応国際科学技術協力（通称

SATREPS）により運営されています。

　広域の泥炭生態を正確

に把握し、統合的泥炭管理

を行うために、先端的な科

学的手法を駆使した4つの

プログラムを実施。また、

これによって現地の研究者

や地域の人々と協力し、こ

の地に暮らす人々を脅か

す泥炭火災を防ぎ、生活の

向上に貢献することをめざ

しています。

CENSUSは、サステイナビリティを軸に、教育・研究に全学的な分野横断
体制をつくり、従来の大学・高等教育では困難だった人材育成を可能にす
るため2008年に設立されました。北海道大学のサステイナビリティに
関する研究を集約した組織で、大学内にとどまらず国内外の大学・研究機
関と連携し国際的な課題解決に努めます。

サステナビリティ事業を遂行する
国際的な環境リーダーを育成 持続社会構築環境リーダー・マイスター育成プログラム（StraSS）

燃える泥炭・森林から放出される
二酸化炭素を抑制管理する インドネシアの泥炭・森林における火災と炭素管理

タワー観測による炭素収支評価

バイオ燃料ジャトロパの栽培試験

( 　　　　　 )Center for Sustainability Science
CENSUS

北海道内でのフィールドトレーニング

プロジェクトを構成する4つのプログラム

サ
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その他の学部

　地中熱ヒートポンプは、寒冷地を中心に普及が進ん

でいますが、冷房が主体となる温暖地域では普及が進

んでいませんでした。従来の空冷式に対して、地中熱

ヒートポンプの熱源水の搬送動力が大きいためです。

この搬送動力を減らし、環境負荷を低減する地中熱

ヒートポンプシステムの開発が、本学の大学院工学研

究科の長野克則教授が開発責任者となり、新日鉄エン

ジニアリング株式会社、北九州市立大学国際環境工学

部の葛隆生先生との共同研究で取り組まれました。

　具体的には、ヒートポンプの熱源水の量を減らし、負

荷に応じて循環する水量を変えて制御することで、搬送

動力の大幅な低減をめざしました。フィールド実験にお

いては、循環ポンプ消費電力量を80％低減するという

結果が得られています。同時に、冷房過多による地中温

度上昇を解消するための大気放熱併用システムや、地

下水流れによる地中温度回復の定量評価手法について

も確立。さらに地中熱ヒートポンプシステムの普及拡大

を進めており、ヒートアイランド現象の抑制も期待され

ています。

　この少水量対応高効率地中熱利用ヒートポンプシス

テムの開発において、長野教授、新日鉄エンジニアリン

グ中村靖氏、葛先生の3名が、産学官連携功労者表彰

（環境大臣賞）を受賞しました。

　2010年11月9日の市民フォーラム「サステナビリ

ティ水産学の理論と実践：あなたがいるから、私も生き

ていける」では、海洋生態系の保全と持続的な水産食

料の確保をテーマに、さまざまなテーマの講演が行わ

れました。大学院水産科学研究院の桜井泰憲教授は、

漁業者が資源を管理する知床世界自然遺産海域を例

に、海洋環境・海洋生態系の保全と安定的な漁業の営

みが両立すること、またそれはどのように実施されて

きたのかを発表しました。

　日本の沿岸漁業は資源の減少をはじめさまざまな問

題を抱えています。しかし、日本の沿岸漁業は漁業資源

を独自にうまく保護し、バランスを取りながら持続的に

行ってきたものです。2010年の猛暑を例に、沿岸の

環境の変化と漁業資源の状況にふれ、日本からある

べきMPA（保護と利用のバランスをはかる海洋管理

手法）の発信が必要であること、その内容について考

えました。特に、世界自然遺産海域である知床の海域

管理はすべてのステークホルダーが議論に入って作

られたものであること、そしてその管理の方法につい

て説明。さらに、今後の気象の変化が知床の漁業資源

に与える影響をシミュレートしながら、この方式をモ

デルとして、国内数カ所の漁業地で今後の生態系の

モニタリングや持続型沿岸漁業の創成の必要性を訴

えました。

北大の各学部・大学院において、数多くの研究者たちが各々の専門分野
の中で、サステイナブルな社会の実現につながる研究を行っています。
そのバラエティに富んだ北大の研究を、ほんの一部ですが紹介します。

地中熱の利用を拡大する技術開発 少水量対応高効率地中熱利用ヒートポンプシステムの開発

工学部／工学研究院

持続可能な漁業を実現するために サステナな沿岸漁業と海洋生態系の保全（知床を例として）

水産学部／水産科学院

産学官連携功労者表彰の様子
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森林のCO2吸収メカニズムを解明

北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション（天塩研究林）

カラマツ林の炭素循環機能に関する観測研究

環境問題における合意形成過程に注目

文学部／文学研究科

札幌市におけるごみ・資源回収ルールの多面的評価

　幌延町問寒別に所在する天塩研究林は、日本最北

の森林帯に属し2万2,534haの面積を有します。こ

こでは、国立環境研究所・北海道電力と共同で、森林

の二酸化炭素収支や吸収機構を解明するための共同

研究を2001年より行っています。

　共同研究では天然林の伐採やカラマツの植林を通し

て、これらの林業活動が炭素・水・窒素の動態に及ぼす

影響を明らかにしています。観測結果から、森林伐採

を行うと植物の光合成量が大きく低下し、生態系から

多くの二酸化炭素が放出されるため、伐採後7年間に

渡って二酸化炭素の放出源となることや、植生の回復

によってその後は再度吸収源となることが明らかに

なっています。

　循環型社会形成は住民の協力がなければ実現でき

ません。札幌市のごみ有料化を例に、市民の協力行動

の推進や合意形成に至るプロセスを、文学研究科の

大沼進准教授が中心となって、社会心理学的なアプ

ローチから研究を進めています。

　2009年7月の「新ごみルール」導入の結果、札幌

市では大幅なごみ減量化の実現、老朽化した清掃工

場を休止し新規焼却施設を作らないことによる長期

的な経費削減効果などが見られました。その成功理由

の一つに、計画策定段階から実施に至るまで、さまざ

まな市民参加の機会があった点があげられます。市民

参加による計画策定が審議会の答申に盛り込まれ、

その後も市民意見交換会に8,000人以上、説明会には

13万人と多数の住民が参加しました。さらに、不適正

排出に対する取り組みも行政と住民の協働で行い、そ

の効果も見られています。

　こうした住民参加は、一部の関心の高い人だけの取

り組みになりがちで、無関心層や参加しにくい人たち

が多数存在します。そこで、非参加者がどのような評価

をしているのか、3年にわたる調査を実施しました。そ

の結果、市民参加の手続きが公正であると評価するほ

ど新ごみルールを受け入れられるという関連が一貫し

て見られ、多様な市民参加は多くの市民にとって意義

があることが示されました。

　森林再生事業として更新地（造林地）の新規造成や、既
存の更新地を対象とした除間伐などを継続して行ってい
ます。これらはCO2の森林吸収促進手法として京都議定
書に定められた「森林経営」に当たります。
　2010年度は森林圏ステーション全体で、更新地の新
規造成13.31ha、除間伐83.25haを実行しました。京
都議定書では除間伐によるCO2吸収量を、残した木が
除間伐後の成長により蓄積する炭素の量をCO2に換算
して求めると定めています。簡易的な方法で算出すると、
2010年度の除間伐実行更新地が5年後までに吸収する
CO2量は約3,350tになります。

北の森林プロジェクト

二酸化炭素吸収量観測機器
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学生の活動

　北大元気プロジェクトは、2001年に学生が持つ自

主性や創造性を発揮できる機会を提供し、修学・研究

意欲を促進するために創設されました。北大生の誰も

が応募可能で、採択されると活動に必要な物品支給

などの援助がなされます。10年目となった2010年度

までに累計で198件が採択されました。2010年度は

25件の取り組みが採用され、その中にはサステイナ

ブルな社会づくりに寄与する取り組みも採択されてい

ます。その活動の一部を紹介します。

　北大キャンパスビジットプロジェクト（HCVP）は、本

学構内のキャンパス・ツアーの企画運営など、北大の

魅力を伝える活動を学生を中心に職員、教員と協力し

て行う組織です。

　本企画は、北大構内で美しい自然や歴史ある建物を

描く方々の作品を集めて展示し、さまざまな視点で見る

北大の魅力を伝えようとするものです。市内の保育

園・幼稚園、高校などの絵画サークルや、本学の黒百

合会など学内外から作品を集め、2011年2月18日

～20日に総合博物館３Fの企画展示室に展示しまし

た。会場づくり、絵画の解説の作成など、展示技術を

HCVPスタッフが博物館から学び、広報活動も博物館

と連携して行いました。

　当日の会場では、入口を正門に見立て、メインスト

リートを歩くように絵が見られるように並べました。来

場者には絵のモデルになった地点を示した地図を製

作して配り、さらに4人のスタッフがガイドとして立つ

ことで、実際に北大構内を巡っているような気分で展

示を見られるよう工夫しました。実施した3日間で

613名の来場者がありました。

サステイナブルキャンパスの実現には、北大というコミュニティの“市民”
である学生の力が欠かせません。北大元気プロジェクトなどの取り組み
を通じ、学生が主体となって活動し、サステナビリティを考えていくこと
で、大学の活動がより多様化し、活力を増しています。

学生が自発的な取り組みを応募し
大学がその活動をサポート 北大元気プロジェクト

市民がさまざまな見方で描いた
“美しい北大”の展覧会 絵の中の北大 Campus on Canvas

津軽海峡で見られたシャチ

　津軽海峡に生息する鯨類分布や生態を解明するため、津軽海峡フェリーから鯨類
の目視調査を行うプロジェクトです。2010年度は4月1日～12月11日に36回調
査を実施し、カマイルカ251群2,256頭をはじめ、津軽海峡では珍しいシャチなども
発見できました。2010年6月19日・20日の日本セトロジー学会でポスター発表を
行いました。また、大学祭では調査中に撮影した写真を使って、地域の方や学生に調
査のことを知ってもらうための展示を行いました。

津軽海峡鯨類目視調査2010
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　SCSD（The Student Council for Sustainable 

Development in Hokkaido University）は、2009年

12月に開かれたCOP15（気候変動枠組条約第15回

締約国会議）関連イベントである国際大学会議の参

加メンバーが中心となって立ち上げた学生団体です。

北大や北海道を世界一サステイナブルな大学・地域に

することを目標に、大学内外や世界を舞台に活動してい

ます。その活動の一部を紹介します。

サステイナブルキャンパスコンテスト

　北大生が考えたサステイナブルキャンパスを実現す

るための実行可能なアイデアを募集し、表彰するコンテ

ストです。サステナビリティ・ウィーク期間中の2010年

10月27日にアイデアを発表するプレゼンテーション

大会が開催され、教授らによる審査員や来場者による

評価を行いました。7個のアイデアが発表され、その中

の「自転車発電を用い

た創エネルギー・シス

テム」「ストーンペー

パー」の二つが優秀賞

を受賞しました。

Candlize2010

　環境問題を身近に感じてもらうこと、環境問題に対し

て自分ができることは何か考えてもらうことを狙って、

2010年10月28日に中央ローンでキャンドルナイト

を開催しました。使わなくなったキャンドルや廃油から

作ったキャンドルを5,000個集め、装飾にも大学から出

た段ボールやペットボトルなどのごみをリサイクルして

実施しました。キャンドルのうち1,000個は札幌の小学

校を訪れ、小学生に

キャンドル製作体験

と環境に関する授業

を実施して作ったも

のです。当日は約

500名が訪れ、新聞

に紹介されたため、来

場者以外にも環境問

題を啓発できました。

また、大学内のごみ

のリサイクルや消灯

による省エネルギー

にも貢献できました。

　さっぽろ薪プロジェクトは札幌市、北海道環境財団、

北海道グリーンファンドと低炭素プロジェクト（P14参

照）の協働プロジェクトです。札幌市内の剪定木や間伐

材などを利用して、製造過程でエネルギーをほとんど

使わずに薪を作り、それを市民が利活用する仕組みを

つくることが目的です。本学でのプロジェクトは2010年

10月16日に、大学内の枯れ枝集積場で行われました。

4人の学生が参加し、構内で出た倒木や剪定木を薪割

りし、重量や水分含有量といったデータを調べてから

札幌在住の薪ストーブユーザーであるモニター世帯

に渡しました。このプロジェクトによるCO2削減量は、

1世帯あたり0.25t-CO2、合計1.01t-CO2と算出

されました。

エネルギーを使わず薪を作り
利用を広めてCO2排出を削減 さっぽろ薪プロジェクト

学内から集めた風倒木・剪定木を薪にする作業

学生にしかない目線を活かし
サステイナブルキャンパスをめざす SCSDの取り組み

プレゼンテーション大会 中央ローンでのキャンドルナイト
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コミュニケーション
活動

　北海道大学の教員が「環境・サステナビリティ」を

キーワードに、出張講義を行う企画です。全国の高校を

対象に、クラス、部活動、サークルなどに訪れ、教員が高

校生に向けて最先端の研究の話をし、参加者に身近な

生活との接点について考えてもらう内容です。

　2010年度は12人の教員が、生物多様性や地球温暖

化などの問題、宇宙や動植物の話などそれぞれの専門

分野の視点からさまざまなテーマを用意しました。高校

生に対して、最先端の知見に触れる刺激を与え、多くの

人に環境問題に興味・関心を抱くきっかけを作りました。

　サイエンス・パートナーシップ・プロジェクトは、科学

技術振興機構（JST）が、学校と大学・科学館などが連

携して児童生徒の科学技術への興味や関心を育てる

活動を支援するものです。本学は北海道札幌藻岩高

等学校と連携し、同校の1年生に最先端の科学に触れ

る講座を開講しています。

　2010年度は農学部・理学部・地球環境科学研究

院・工学部の4学部から8学科47研究室が参加しまし

た。まずは藻岩高校の1年生全員を9月10日に本学に

招き、各講座に分かれて研究室で

最新の技術を用いた実験を体験し

てもらいました。さらに9月24日、

高校で講師・大学院生のティーチン

グ・アシスタントが事後指導を行

い、11月5日の発表会でプレゼン

テーションし合いました。その際に、

農学部松井教授による講演も行い

ました。

北海道大学ではシンポジウムや講演会などさまざまな形で研究成果を
発信してきました。もっと市民にわかりやすく、サステナビリティに関す
る取り組みを身近に感じてもらえるように、参加型企画や小・中・高校生
に向けた出前授業など工夫をこらしたコミュニケーション活動を行って
います。

12人の教員がさまざまなテーマで
最先端の講義を高校に届ける 北海道大学プロフェッサー・ビジット2010

大学の設備を使って
科学・理科好きを育成 サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（SPP）

農学部農業工学科の講義

「地球温暖化と君たちの未来」（公共政策大学院・深見正仁特任教授）「地球生物圏を35億年ささえる微生物と生命進化」（地球環境科学研究院・森川正章教授）

　乳牛のふん尿など農畜
産廃棄物は、堆肥化または
嫌気発酵を行えば有用な
資源・バイオガスとなりま
す。その利用成果を体験
し、環境にやさしい農業に
ついて学びました。

環境にやさしい農業を知ろう
（講師：大学院農学研究院教授 近江谷 和彦）
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　北大人文学カフェは、大学院文学研究科の研究者

が、哲学、文学、歴史学、社会学、心理学などそれぞれ

の専門の見地からテーマを選び、参加者と飲み物を片

手に語り合うイベントです。

　第4回は「増える鹿、減るトナカイ」の題で、保全生態

学を専門とする文学研究科の立澤史郎助教が講演。

北海道のエゾシカ、屋久島のヤクシカを例に増える鹿の

問題、地球温暖化の影響で減るトナカイが起こす社会

問題を、クイズなどを交えながら話し、最後にフィール

ドワークの魅力を伝えました。来場者からは市民も参

加しやすいという意見や、増える鹿問題を考えるきっ

かけとなったという

声が聞かれました。

また関連企画とし

て写真展も開催さ

れました。

　農学交流広場は、さまざまな人々が農業や農学に

ついて気軽に語り合うことを目的として、農学研究院

のRIRiC「はなしてガッテン」プロジェクトが企画、運営

しています。第3回目はバイオエタノールの原料開発

を話題に「ススキで作るエネルギー」と題し、2011年3

月26日に開催し、市民２４名が参加しました。

　ガソリンの代替品となるバイオエタノールは、トウモ

ロコシやサトウキビから作ると食料と競合するため、

新たな原料の開発が望まれています。そこで高さが

3ｍ以上になり、やせた土地でも栽培可能なススキの

仲間（ジャイアントミスカンサス）に着目。エタノールを

効率よく生産するための品種を遺伝子組み換えにより

開発していることなどが、北方生物圏フィールド科学

センターの宇梶徳史博士研究員より説明されました。

　後半では、ゲストから参加者へ「将来的にこのような

ススキを栽培することについて、どのように思うか？」

という質問が出され、くつろいだ雰囲気の中、参加者

全員での活発な意見交換がなされました。

農業・農学を話題として
人と情報が出会う場に 第３回農学交流広場 「ススキで作るエネルギー」

人文学的なアプローチで
環境やさまざまなテーマを語る 第4回北大人文学カフェ 「増える鹿、減るトナカイ」

　北方生物圏フィールド科学センターでは、研究林や植物園、臨海実験所に
おいて、一般の方々が森林や海にふれあい、自然への興味を抱いていただけ
るようなイベントを実施しています。

港ふるさと体験学習（室蘭臨海実験所）
2010年／6月23日、7月5日、7月7日、
　　　　　7月21日

葉っぱで作る植物図鑑（植物園）
2010年／7月29日、30日

冬の植物園ウォッチングツアー（植物園）
2011年／2月23日、24日

～北方生物圏フィールド科学センターの公開イベント～
北大のフィールドを体験してみよう！
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環境負荷低減策について
北海道大学では、「見える化」「学内における３R」「省エネ設計の徹底」などを中心に、
全学的な環境負荷低減をめざすさまざまな具体的な施策を実行しています。

　本学では建物の新築・改築・改修において、2008年

から「省エネ設計項目」を設けて省エネルギー対策を

取り入れた設計を行い、効果的な環境負荷低減をめ

ざしています。この項目はすべての建物の新築・改築・

改修で行われています。2010年度に完成した主な

省エネ設計の建物について紹介します。

インフォメーションセンター「エルムの森」

　本学を紹介する情報提供の場所として、正門前に建設しました。
建物は木造平屋とし、木を活かしたデザインで全体に安らぎの空
間を演出しました。また、環境への配慮として、自然エネルギー

（地中熱）を活用した暖房、学術交流会館屋上に設置した太陽光
発電装置による電力の一部利用、LED照明の採用など、環境・省
エネ対策が行われています。

医学部講義棟

　医学・医療分野の教育・研究指導を充実し、地域社会や異分野
との交流・情報発信などに利用できる、利用範囲の幅広い施設
とするため改築が行われました。講義室の他に吹き抜けのある
ギャラリーやセミナー室、大会議室などを備え、自然光を取り入
れる工夫が随所に施されています。使用する資材は、道内や近
距離からの木材を選定し、CO2排出と輸送コスト低減に努めて
います。

南新川国際交流会館2号館

　留学生宿舎の不足解消を図るもので、留学生と日本人学生が
日常的に交流する混住型の施設です。単身8人で1ユニットの
住戸として、16ユニット128人を収容する女子専用施設です。
高断熱・高気密化などにより暖房エネルギーの削減を図り、照明
のセンサー制御をするなど、さまざまな環境負荷低減の配慮が
されています。

省エネ設計の建物

■完　　 成：2010年5月31日
■構造・規模：木造平屋建て 地上1階
■延床面積：324m2

■完　　 成：2010年8月31日
■構造・規模：鉄筋コンクリート造 地上8階
■延床面積：3,475m2

■完　　 成：2010年6月18日
■構造・規模：鉄筋コンクリート造 地上2階地下1階
■延床面積：2,174m2

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14.

外壁・屋根・ピット面には充分な厚み（外断熱100mm、内断熱
50mm程度）の断熱材を採用

高断熱の窓枠を設置

集中式の暖房設備は、個別暖房方式へ転換（病院地区を除く）

トイレ、廊下の照明には昼光センサーを設置

部屋毎にホーム分電盤を設け、管理範囲の特定を容易にする

照明器具ごとに個別消灯が可能なようにプルスイッチタイプ
を導入

定格出力が大きく、負荷変動がある動力装置にはイン
バーター装置を導入

高効率型のトランスを導入

空調機への集中運転管理装置の設置を検討

LEDランプの採用に努める

間伐材等の木材の積極的な使用に努める

窓ガラスへの日射遮蔽フィルムの装着を検討

地熱利用型ヒートポンプ方式のロードヒーティングの採用を検討

札幌市の特徴的な外気温度の変化を踏まえ、換気設備への
ナイトパージ（外気冷房）設備の設置を検討

省エネ設計項目
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生物機能分子研究開発プラットフォームセンター

　産官学の提携により発展を続ける北キャンパスに立地する、
動物実験・飼育施設、及び最先端の分析装置利用施設です。そ
れぞれの使用用途に最適な環境を確保しながらも、研究目的や
入居研究者の変化に柔軟に対応できること、さらに建物内外の
安全性に配慮がされています。特に電気設備において、低損失
電力機器の使用や、LEDランプ・エコマテリアルケーブルの採
用など、環境負荷低減に努めています。

　BELCA賞は、適切な維持保全や優れた改修を

実施し、良好な建築ストックを形成することに寄与

する既存建築物を表彰する制度です。この度、本

学の農学部本館が同賞のロングライフ部門（建築

後30年以上経過している建築物）を受賞しました。

　農学部本館は1935年（昭和10年）竣工、1960年

までに10度の増築を重ねて現在の姿になりまし

た。2008年に、最新の教育研究に対応できる設

備・機能を備えるため、改修に取りかかりました。

安全性確保、省エネ・省資

源化、バリアフリー化な

ど時代の要請に従いなが

ら、既存部分の外観と違

和感ないタイル張り替え、

将来の研究内容の変化

に対応しながら各室ごと

のエネルギー使用量管

理を可能としたことが評

価されました。

農学部本館が第19回BELCA賞を受賞

環
境
負
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に
つ
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て

北方生物圏フィールド科学センター植物園収蔵庫

 　出土品、古文書など多種多様
な文化財を収納する倉庫です。
外観は植物園内になじみ、周囲に
溶け込むような色・材料を選択、
屋上室外機はブラインドで隠す
など、景観への配慮が考えられて
います。温湿度制御が重要な施設となるため、内装に調湿パネ
ルを用い、空調ランニングコストを削減する工夫をしています。

■完　　 成：2010年8月31日
■構造・規模：鉄筋コンクリート造 地上3階
■延床面積：1,786m2

■完　　 成：2011年3月30日
■構造・規模：鉄筋コンクリート造 地上5階
■延床面積：4,192m2
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　北海道大学では、省エネ活動によってエネルギー消

費量を抑制し、その削減効果のデータを公開する「見

える化」により、さらなる省エネ推進をめざしています。

これまでの取り組みの効果から全学で一斉に取り組ん

だ場合の数値を試算すると、電力が800万kWh、ガ

スが90万m3の削減と推測。CO2の削減量にして

5,600tの削減効果が期待されています。

環境負荷「見える化」モデルプロジェクト

■省エネ活動
・省エネ活動の取り組みを紹介したポスターの配布
・廊下等照明用人感センサーのタイマー設定見直し、蛍光管間引き
・共通湯沸かし器の設定温度見直し

・各室へ省エネの呼びかけ
・アンケート実施

Ⅰ週目  通常使用週
Ⅱ週目  省エネ活動実施週
Ⅲ週目  省エネパトロール実施週
Ⅳ週目  省エネ活動実施後週

具体的な取り組み

対象施設と事業の効果

■省エネパトロール

■エネルギー消費量の測定（4週間）

■法学部
　研究棟
2010年2月1日
　　　～3月7日

■工学部
   材料化学系棟南棟、
　実験棟
2011年2月7日
　　　～3月6日

■低温科学研究所
　本館・新館
2011年2月7日
　　　～3月6日

■一次エネルギー消費量

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（MJ/日）

�

16,062

18,913

� � �

法学部一次エネルギー消費量（ガス）
法学部一次エネルギー消費量（電気）

13,654
-28％

15,281
-19％

13,910
-13％

14,026
-13％

17,331
-8％

-21％
-17％

-10％

14,258
-11％

■二酸化炭素排出量
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1,500

1,000

500

0

（㎏-CO2/日）

�

1,960

� � �

1,639
-16％

1,561
-20％

1,768
-10％

■一次エネルギー消費量

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（MJ/日）

�

17,598

9,854

� � �

低温研一次エネルギー消費量（ガス）
低温研一次エネルギー消費量（電気）

7,598
-23％

8,334
-15％

16,410
-7％

16,101
-9％

9,301
-6％

-14％
-10％

-8％

17,259
-2％

■二酸化炭素排出量
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1,200

900

600
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0

（㎏-CO2/日）

�

1,268

� � �

1,138
-10％

1,087
-14％

1,225
-3％

■一次エネルギー消費量

■二酸化炭素排出量

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（㎏-CO2/日）

�

2,880

� � �

2,573
-11％

2,654
-8％

2,677
-7％

電力
ガス
CO2削減効果

-13%
-28%

-20%
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60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（MJ/日）

�

66,460

� � �

工学部一次エネルギー消費量（電気）

59,365
-11％

61,225
-8％

61,765
-7％

-11％-8％-7％

年間削減量最大
電力
ガス
CO2削減効果

-9%
-23%

-14%

電力 -8%

-8%

年間削減量最大

年間削減量最大

CO2削減効果

●環境負荷低減策について
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　北海道大学では環境対策として、2009年1月5日

より臨時入構車両の原則有料化、同年10月1日より

ICカードによる入構車両管理を実施し、入構車両の削

減を図っています。

　2010年度の入構車両台数は、2007年度に比較

して13.1％減少しております。

目　的

１．環境負荷低減対策として車両の抑制と共に、車両

　 の適正な使用や公共交通機関への利用転換を図

　ります。

２．札幌キャンパス構内交通について、車両による事

　 故やトラブル防止・削減により、安全で安心なキャン

　 パスの構築を図ります。

　北海道大学病院では2008年4月から2015年3月

までの7年間、民間資金活用型（シェアード・セイビン

グス契約）によるESCO事業を導入し、省エネルギー

化による環境負荷の低減、並びに光熱水費の効果的

な削減を図っています。

　ESCO事業を導入しているのは、病院の管理棟、外

来診療棟、病棟、中央診療棟、パワーセンターの4棟が

対象となります。省エネルギー化による環境負荷の低

減と光熱水費の削減をめざし、高効率機器や機器の

最適化など21種類もの省エネルギー手法を採用して

います。

　本年度の環境負荷低減効果として、エネルギー削

減量は前年比で6,630GJ、二酸化炭素に換算すると

年間約4,651t-CO2となりました。また、効果改善の

取り組みとして、高効率ボイラの台数制御方法調整に

よる熱ロスの低減、空調スケジュールの短縮調整など

が効果を上げました。

　今後も機器運用の改善や、不具合発生時に省エネ

環境対策としての入構車両抑制事業

北海道大学病院ESCO事業

2007年度（台） 2008年度（台） 2009年度（台）

4,5月

6,7月

8,9月

10,11月

12,1月

2,3月

合計

141,539

142,895

139,160

163,831

147,936

161,175

896,536

137,001

136,286

131,404

155,997

139,992

162,940

863,620

130,749

144,677

141,653

139,364

144,097

155,389

855,929

2010年度（台）

127,605

143,610

124,647

130,049

119,938

133,265

779,114

入構車両台数の比較(正門・北13条門)

中央モニター監視室 正門ゲート

ルギーの機会を損失しないよう早期対応し、継続した

取り組みに努めます。

■代表的な省エネルギー手法
①個別空調システム（空気熱源ヒートポンプ）の導入
②地中熱ヒートポンプシステムの導入
③高効率冷凍機への更新
④高効率ボイラへの更新
⑤高効率安定器への更新
⑥空調外気導入量の最適化
⑦空調機へのインバータ制御導入
⑧配管抵抗の低減
⑨蒸気配管の保温強化
⑩BEMS（ビル・エネルギー・マネジメントシステム）の導入

北海道大学病院外観
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用紙の使用量削減

　2010年度は、年間使用量の１％以上削減を目標と

し、①学内資料のペーパーレス化 ②打ち合わせ、会議

資料の両面コピー ③不要コピーの裏面使用 ④リサイ

クル活用ボックスの設置  ⑤一枚の用紙に複数ページ

を印刷するNアップ機能の啓発を進めました。今後は

ペーパーレス化を推進し、さらに用紙使用量削減を進

めます。（用紙調達量の推移は上記参照）

ごみの分別の徹底

　2010年札幌キャンパス全体の排出量は約12,800m3

で昨年より5％縮減されました。処理金額は昨年より

約3,500千円経費負担が減っています。今後も処理

経費削減を目的とするごみ体積圧縮処理を進めるため 

①排出量の削減 ②分別の徹底 ③圧縮処理場の選定

などの取り組みを実施します。

　一般廃棄物排出量については、2007年度から年間

排出量が約13千m3となって定量化しています（グラフ

は上記参照）。今後はごみ分別の徹底を引き続き進め

るとともに、圧縮業務計画を進めていきます。

　また、医療ごみ排出量については、院内感染防止の観

点から再利用を徹底的に廃止した結果、感染性廃棄物

の増加があり、

今後の課題に

なっています。

●環境負荷低減策について

エネルギー・資源の使用量削減について

学内の3Rの取り組み

■函館キャンパス年度別エネルギー使用量（原油換算 /延床面積1m2当たり）

（年度）２００６ ２００７

ガス

重油

電力

２９.０３

１０.１３

４１.１

１.９７

１０.０５

２.２３

２９.５４

４１.８

９.０３

１.９３

２９.５６

４０.５

２００８

７.６９

２.０６

２７.６７

３７.４

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

３９.６６

２.３８
５.１９

１３.５３

６０.９

０.１８

２００８

■札幌キャンパス年度別エネルギー使用量（原油換算 /延床面積1m2当たり）

３９.８４

２.８７
４.３０

１５.５８

６２.８
０.１６

３９.７５

２.６３
５.２１

１４.８９

６２.７
０.２０ ０.２０

（年度）２００６ ２００７

ガス（ボイラー）

ガス（一般）

灯油

重油

電力

４０.３３

２.１９
５.８２

１２.７１

６１.３ 64.0

２００９ ２００９

7.71

2.08

27.80

37.6

2010

0.19

2010

■札幌キャンパス年度別水使用量（延床面積1m2当たり） 

０.２４

１.３４

０.２４

１.２７

２.０

１.５

１.０

０.５

０.０
（年度）２００６ ２００７

井水

市水

１.５８ １.５１

０.１４

１.２９

２００８

１.４３

０.１２

１.２２

１.３４

２００９
0.22

1.19

1.41

2010

■用紙調達量

400

300

200

100

0
（年度）２００６

うち
再生紙の
調達量(t)

総調達量(t)

２００７ ２００８

２９２.０
３２２.４

２６８.６

注）生ごみは、大学病院給食調理施設からの排出。

■一般廃棄物排出量の実績（札幌キャンパス）

６，２０８

３，１７１

２，５４４

２５６

６，２８９

４，０５０

２，３８８

２４８

２０,０００

１５,０００

１０,０００

５,０００

０
（年度）２００６ ２００７ ２００８

生ごみ

びん・缶・
ペットボトル

資源化
ごみ

一般ごみ６，９３０

３，９７０

２，３７４

２４４

■温室効果ガスの排出量

１００,０００

８０,０００

６０,０００

４０,０００

２０,０００

０
（年度）２００８

函館
キャンパス

札幌
キャンパス

２００６ ２００７

８７,８７７

２,６５３

８４,３３７

２,７０７

８５,８８５

２,７４５

９４,８５２

２,５４３
９７,３９５

８８,６３０９０,５３０ ８７,０４４

２００９ 2010

２００９ ２００９

６,９３９

３,８０９

２,４７２

２３８12,179 12,975 13,518 13,458

2010

３６５.１

2010

378.7

81,706

2,226
83,932

注）2009年度のCO₂排出量の増加は、電力のCO₂排出
　  原単位の変化による。

41.67

2.25
6.58

13.26

6,162

3,969

2,442

232
12,805

環境データの推移

本学が環境負荷低減に関し最も重要視する指標は以下の6つになります。その5年間のデータの推移を記載いたします。

200,000

150,000

100,000

50,000

0
（年度）２００６ ２００７ ２００８ ２００９ 2010

■医療ごみ排出量の実績
（㎏/医病）

139,584 142,922 144,287
162,142159,676
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北大生協の取り組み
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　本学では、グリーン購入法に基づき「環境物品等の調

達の推進を図るための方針」について策定・公表し、これ

に基づいて環境物品等の調達を推進しています。

　具体的には、できる限り環境への負荷の少ない物品

等の調達に努めることとしているほか、グリーン購入法

適合品が存在しない場合についても、エコマーク等が

表示され、環境保全に配慮されている物品を調達する

ことについて配慮しています。

　なお、2010年度における特定調達物品の調達率

は、全品目（261品目）の平均で99％と、おおむね

100％近い数値になっています。その主な品目につい

ては右表に示すとおりです。

グリーン購入の推進

品　　目 総調達量 グリーン購入法
適合品の調達率

トイレットペーパー

ボールペン

事務用封筒（紙製）

付箋紙

いす

プリンタ（購入、新規リース）

冷蔵庫

蛍光管

作業服

カーテン

作業手袋

印刷

82,493.8 ㎏

9,651 本

422,460 枚

8,911 個

1,627 脚

434 台

250 台

1,842 本

235 着

769 枚

2,917 組

1,773件

100％

99％

100％

96％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

■主な品目一覧

北大生協の環境報告書は下記からご覧いただけます。
http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/soumu/kankyou/index.html

環境戦隊ごみナビジャー

　北大生協では、「環境保全は私たちの行うさまざま

な活動の基礎である」との認識に立ち、環境負荷低減

と汚染の予防、学生・教職員に向けての啓蒙活動を

行っています。

大学祭でのごみナビゲーション

　大学祭でごみの分別を呼びかける活動「ごみナビ

ゲーション」を行いました。設置されたごみ箱の前で来

場者に分別を呼びかけるほか、学生組織委員が「環境戦

隊ごみナビジャー」に扮して子供向けヒーローショーを

行い、環境問題への関心をはたらきかけました。

　大学祭の実行委員会と連携を取り、出店者からごみ

ナビを行う人を募集するなど、活

動を始めた9年前から規模が広

がっています。今後もこの活動を

続けるとともに、イベントを通し

ての活動の幅を広げていきます。

不要自転車・放置自転車の回収とリサイクル自転車の販売

　組合員からの不要自転車の引き取り、および大学構

内での放置自転車の回収を行っています。2010年度

は不要自転車182台（昨

年度213台）、放置自転車

回収を10部局から計

600台（昨年度12部局

1,185台）行いました。放

置前の回収を推進してい

くため、組合員への呼びか

けの強化が必要です。
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●環境負荷低減策について

　本学におけるアスベスト（吹付けアスベスト及び含有

アスベスト吹付け材）対策については、アスベストの使

用が社会問題になった1987年に全学の吹付けアスベ

ストの施工状況調査を行い、1988年頃より改修工事

等で計画的に除去を行っています。

　2005年度より、含有する石綿の重量が当該製品の

重量の1％を超えるものを飛散性アスベストとして調査

を行いました。2006年度には含有する石綿の重量が

当該製品の重量の0.1％を超えかつ1％以下のものに

ついても調査対象とし、2007年度にはトレモライト等

を含む石綿の分析調査の徹底を行いました。

　2009年度で囲い込み、封じ込め等の処置が完了し、

2010年度は73m2の除去工事を行いました。

　本学では、「北海道大学化学物質自主管理マニュア

ル」に基づいて化学物質に関して環境への排出抑制、

作業環境管理、事故の防止及び安全教育訓練等を

行っています。

化学物質の管理

　本学は化学物質管理システムによる化学物質の一元

管理を2004年度より行っています。2010年度は、

システムサポート期限が終了したため、システムの更新

準備を行いました。また、「化学物質取扱の手引」を、

化学物質を取り扱う新規配属の教職員・学生（4年生以

上）に配付しました。

　PRTR法（化学物質排出把握管理促進法）に基づき、

対象物質を調べ、2010年度は年間取扱量1t以上と

なった5物質及びダイオキシン類について、国に排出

移動量を届け出ました。

排水の管理

　本学より排出される排水のうち、収集される実験廃

液以外は公共下水道に放流されていますので、学内

排水経路の水質検査を定期的に行っています。公共

下水道に接続している地点4カ所では札幌市による水

質検査が6回行われました。2009年度pHが基準値

超過となった創成研究棟においては、2010年度より

食堂の食器洗浄機のアルカリ性洗剤を中性洗剤に変

更しました。市と同じ地点で毎月2回、水銀、カドミウム、

ベンゼン等14項目について自主検査を行っています

が、基準値を満たしていました。

大気環境の測定

　札幌キャンパス5カ所で測定した結果（うち1カ所は

バックグラウンド測定）、測定した３物質について環境

基準値以下でした。

実験廃液の処理

　実験廃液のうち、有機系廃液は外部委託で焼却処理

を行いました。無機系廃液は2009年度まで環境保全

センターで中間処理をしていましたが、装置が不調のた

め外部への処理委託へ

変更しました。廃液の外

部委託処理について処

理施設の調査により処

理が適正に行われてい

ることを確認しました。

化学物質の適正管理

140,000
120,000
100,000
80,000
60,000
40,000
20,000

0

無機系廃液 有機系廃液■廃液処理量の経年変化

外部委託処理会社の廃液処理施設（北見市）

アスベスト対策

（年度）

14,770

114,800

15,440

122,800

15,590

132,400
121,360

15,620

131,600

20,641

125,083

2005 2006 2007 201020092008

14,670
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PCB対策

労
働
安
全
衛
生
の
取
り
組
み

労働安全衛生の取り組み

労働安全衛生に関する計画、取り組み

　本学では独自の安全衛生管理規程に基づき、年度

ごとまたは事業ごとに「安全衛生管理活動計画」を策

定し、安全衛生管理活動を実行しています。

　体制としては、首席総括安全衛生管理者のもと、安

全衛生委員会、産業医、衛生管理者など充実したス

タッフを配しています。また、各学部には安全監督者、

各研究室には安全主任者を置くなど、指揮命令系統

を明確化することで、教職員・学生の一人ひとりまで

活動の成果が行き渡るように工夫をしています。

学生に対する安全衛生管理

　大学では、将来を担う学生の安全衛生管理につい

ても重点的に取り組みを行い、社会のニーズに応え

ています。特に安全教育については、労働安全衛生

の観点からは毎年度始めに全員を対象として実施し

ているほか、専攻する学術領域では授業のカリキュ

ラムとして環境配慮や技術倫理を交えながら安全衛

生教育を実施しています。

　また、メンタルサポート体制の充実として、専門

のカウンセラーを保健センターおよび高等教育推

進機構に配置しています。工学部ではさらに、独自

に学外にも相談室を設けるなど、学業や社会生活

での悩みに対して、自立して解消していけるような

支援を行っています。

●2010年度の主な取り組み
1．安全衛生委員による職場巡視
2．AED（自動体外式除細
　動器）講習会の実施
3．受動喫煙の防止
　各建物内指定場所30カ
　所以外、構内全面禁煙
　の実施

　本学では、PCB特別措置法に基づき、毎年度札幌市

にPCB廃棄物の保管状況等を提出しています。

　2010年度の高濃度PCB廃棄物処理として、保管し

ているコンデンサー及びトランス類42台について実施

しました。処理施設は、北海道室蘭市の日本環境安全事

業株式会社北海道事業所です。

　2011年度は大型トランス２台の処理を予定しています。

環
境
負
荷
低
減
策
に
つ
い
て

機　器　名 台　数

コンデンサー

変圧器

照明器具安定器

微量PCB入り変圧器

微量PCB入りコンデンサー

微量PCB入り開閉器

1

2

17,278

96

55

1

■PCB入り機器類

北大構内搬出

処理施設受け入れ
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No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

◯

◯

◯

◯

◯

△
△

△

△

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

環境項目

教育･研究
を通した
環境への
配慮

教育

社会への
貢献

環境負荷
の低減

基本方針 2010年度 環境目標 取り組み・成果・自己評価

自己評価　○：目標達成　△：目標未達成

今後の取り組み等

大学における環境関係の教育を
充実する

●大学教育充実のために複数の大学
が連携して行う戦略的大学連携支
援プログラム、未来の科学者養成
講座及び地球規模課題対応国際
科学技術協力事業を実施

●引き続き教育実施体制や人材育成
プログラムの改善を推進し、全学
的な環境教育の充実に努める

●引き続き、環境関係の研究を推進
する

●環境報告書を公表し、学内外の意
見を反映した情報公開を進める

●学外からアクセスしやすい情報掲
載方法を検討する

●地域連携活動を進めるなかで、よ
り効果的な貢献を目指す

●総エネルギー量、ＣＯ2の排出削減
を目指し、啓発と対策に努める

●引き続き、効果的な削減に向けて
努力する

●全学的な分別の徹底と減量を目指
し、共通認識の熟成に努める

●引き続き大学と連携して、排水の管
理及びその他の取り組みに努める

●引き続き、放置自転車の禁止徹底
に努める

●継続的な現状把握を続けながら、
適切な緑地環境保全に努める

●引き続き、有効利用に努める

●引き続き、達成率の向上に努める

●ペーパーレス化や会議資料等の
両面コピーの促進およびリサイク
ル活用ボックスの設置等で削減を
図る

●化学物質管理システムの利用向上
のため、システムの改良、利用マ
ニュアルと説明会の充実に努める

●巡視活動を充実させ、きめ細かい
改善指導を実施する

研究

地域貢献

省エネ
ルギー

グリーン
購入

化学物質
管理

環境保全

省資源

資源の
循環利用

情報公開

●省資源、省エネルギー、新エネル
ギー、地球環境保全等に関する多
くの研究を実施

●環境方針・実施体制についてホー
ムページに掲載

●札幌キャンパス緑地管理、北海道大学
ESCO事業・キャンパスサステナビ
リティ等のホームページに掲載

●新入生ガイダンス用として「ごみ分
別マニュアル」を配布

●札幌キャンパスおよび函館キャンパ
スの合計で一般廃棄物4.8％削減

●化学物質取扱マニュアルを作成
し、講習会を実施
●巡視により化学物質の管理方法を
指導

●札幌キャンパスの「樹木管理システム」、
「樹木管理マニュアル」及び「芝生管理マ
ニュアル」を基に、適切な緑地保全を実施
●「樹木管理マニュアル」の見直しを行い、外
来種の保全方法を改定

●札幌キャンパス4.4%増加
●函館キャンパス0.5％増加

●各部局・研究室のホームページに
関連情報を掲載

●SC本部を設置し、市民公開講座、
環境啓発展示の開催等多様な社
会貢献活動を実施

●札幌キャンパス5.2％増加

●札幌キャンパスおよび函館キャン
パスの合計で3.7%増加

●札幌キャンパスにおける、剪定枝
チップの有効活用
●薪プロジェクトによる有効活用

●特定調達物品の達成率は全品目
（261品目）の平均99%

●構内事業者（北大生協）としても大
学の環境配慮活動と連携したさま
ざまな取り組みを実施

●札幌・函館両キャンパスにおいて
キャンパス･クリーン･デーを実施
し、放置自転車等を撤去

大学における環境関係の研究を
推進する

環境への取り組みについて
情報公開を推進する

教育・研究に関する情報を
発信する

環境配慮への啓発を図る

エネルギー使用量を前年度比で
１％以上削減する
（原単位：建物床面積１m2当たり）

水の使用量を前年度比で
１％以上削減する
（原単位：建物床面積１m2当たり）

用紙類の使用量を前年度比で
１％以上削減する

紙類の分別を徹底すると共に、
一般ごみ、資源化ごみ、産業廃棄
物の分別を徹底する

樹木剪定枝等の
有効利用を図る

環境配慮型製品を
優先的に購入する「グリーン購入」
を推進する

化学物質の適正な管理を
徹底する

構内事業者における
排水の管理を徹底する
（食堂部門）

放置自転車の禁止を徹底する

緑地環境の保全を推進する

2010年度環境目標と実施状況
環境目標と実施状況
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環境報告書第三者審査報告書

環
境
目
標
と
実
施
状
況



北海道大学
〒060-0808  札幌市北区北8条西5丁目

電話番号：011-716-2111（代表）

電子メール：bureau@hokudai.ac.jp

 ホームページ：http://www.hokudai.ac.jp/
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